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アムール川からオホーツク海への鉄供給のインパク卜
中塚武（北海道大学低温科学研究所）
．背景ー北部北太平洋における生物
生産の制限因子としての「鉄Jとオホ
ーツク海の役割
北太平洋、特に北部北太平洋とその縁辺
海は、栄養塩に富んだ深層水の大循環の終
着点であることから、世界でも最も生産性
の高い海域の1つである（[1］）が、同時に、
南大洋や東部赤道太平洋と並んで、 （夏季
にも）表層で栄養塩が残ってしまう（High
Nu甘ientLow Chlorophyll:HNLC）海域である
という性質を、持っている（［1］）。しかし、
オホーツク海は、当海域の中にあっても、
北部北太平洋やベーリング海とは異なり、
1）表層の栄養塩は夏季に完全に消費され、
2）生物生産量は更に高い、という特徴を持
つ。近年、 HNLC海域の生物生産は、微量
栄養塩としての「鉄Jによって律速されて
いることが明らかになって来ており、オホ
ーツク海における高い生産力と「非JHNLC 
海域としての特徴は、その反対に、 「十分
な鉄の供給」によって、もたらされている
可能性が高くなってきた。オホーツク海の
表層に大量の鉄を供給するプロセスとして
は、 1）隣接する北東アジア起源のエアロゾ
ルの大気からの落下（［1］、［2］）、 2）河川、
特にアムール川からの溶存鉄の供給、の2
つの可能性があり、共に、オホーツク海へ
の、鉄の主要な供給メカニズムとして機能
していると考えられる。
試みに、オホーツク海への鉄の供給量を
概算してみると、 1）大気からは、約
2x1010g/yr （単位面積あたりのエアロゾル鉄
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の落下量を10mg/m2/yr ([2］）、オホー ツク
海の総面積を200万km2として計算）、 2)
河川からも、約2x1010g/yr （総河川流入量
をアムール川の流量300km3/yrの2倍とし、
河川水中の溶存鉄濃度をレナ川とほぼ同じ
500凶If ([3］）として計算）、と推定できる。
単位面積当りのこれらの値は、共に外洋に
おける値よりも遥かに高く、一方、オホー
ツク海の生物生産を賄うのに必要な鉄の量、
約0.5xl010g/yr（単位面積あたりの生産［輸出
生産］量を100gC/m2/yr ([1］）、作られる有
機物のFe/C比を5μ,mol/mol ([1］）として概
算）よりも、十分に多い。実際には、海洋
表層では、鉄は大気や河川から供給される
だけでなく、鉛直混合や水平拡散によって、
窒素・リンなどと同様に、深層水や陸棚域か
らも供給される（［1］）ので、 （後述するよ
うな水中での複雑な鉄の除去プロセスを無
視すれば） 「オホーツク海では、現在、鉄
は供給過剰であり、むしろ水塊の交換によ
って、北部北太平洋に鉄を輸出できる状態
にあるJと言えるかも知れない。
このように、オホーツク海や北部北太平
洋の生物生産が、陸からの鉄の供給によっ
て支配されているならば、 「その輸送媒体
であるエアロゾルや河川水の量と質が、近
い将来、どのように変化するかJというこ
とは、単に陸上の大気・河川の環境問題と
してだけでなく、海洋の水産資源やグロー
バルな炭素循環にとっても、極めて重要な
意味を持つ。北東アジア域では、古くから
中国、近代にはロシア・ソ連の手で、森林
伐採などの大規模な環境改変が行われてき






